
＜ 水辺公園、秋の動物たち ～冬越しに備えて ①チョウの仲間＞
そな

11/８、今年も、ひたち野うしく小４年生たちと一緒に、水辺公園で秋の生きもの観察をしました。
いっしょ

観察からだいぶ日がたってしまいましたので、今回は特に目だった生き物や、これまでに報告してな

かった生きものについて紹介したいと思います。

まずは、モンキチョウ。白いチ

ョウが黄色のチョウを追いまわし

ているように見えるかもしれませ

んが、じつは黄色のオスが白いメ

スの行く手をさえぎって、求 愛し
きゅうあい

ているのです。色は違いますが、
ち が い

もようはほとんど同じですね。こ

のチョウは、仲間のモンシロチョ

ウと同じくさなぎで越冬するので
えっとう

すが、今から産卵し、それが無事
さんらん

にさなぎまでたどりつけるのか、

ちょっと心配になりました。

こちらは、ヤマトシ

ジミのメス(左)とオス

(右)。幼 虫で越冬しま
ようちゅう

すが、メスの翅はもうボ
はね

ロボロですね。
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黄色のオスが、白いメスの行く手をさえぎって求愛する、モンキチョウ。

幼虫越冬するヤマトシジミ

のメス(左)とオス(右)。



同じくシジミチョウの仲間、ベニシジミ。こちらも

幼虫で越冬します。

この公園の樹木には、みの虫も結構ついています。
じゅもく

左下は、チャミノガ。みのの中で、幼虫で越冬します。

その左にぶら下がっているのは、イヌシデの果実。
か じ つ

右下は、イシミカワの果実が青や紫に輝いててきれ

いだったので写真を撮っていたのですが、よく見ると
と っ て

そこに、果実を食べている毛虫がいました。あまり自

信ありませんが、モンシロドクガの幼虫のようです。

このガも、幼虫で越冬するそうです。

最後に、ヒロヘリアオイラガの幼虫と、そのまゆです。樹皮とそこにつけられたプレートとの間
じ ゅ ひ

に、まゆと幼虫がいましたね。幼虫はじっとしていましたが、その１週間後に再びのぞいてみたら、

右の写真のようにまゆになっていました。 【理科支援員 宮内】

幼 虫 越 冬 す る ベ ニ シ ジ ミ (左 )、 チ ャ ミ ノ ガ (下 左 )、

モ ン シ ロ ド ク ガ (下 右 )。

ヒロ ヘ リア オイ ラガ のま ゆ と幼 虫 (左 )。１ 週 間後 には 、そ の 幼虫 もま ゆの 中に 入 って いた (右 )。


